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園　田
平成元年度予算

一般会計当初予算の収入と支出の内訳

【その他の内訳1

軸　会　費　　　　　　　　災害復旧費
7359万8千円（24％）　　　　5，152万円（17％〉

労　働　費　　　　　　　　話支出金
730万2千円（02％）　　　　　　1千円（－）

農林水産業・商工賛　　　　　予　備∴賛
9′432万8千円（31％）　　　　2000万円（07％）

（2）

地
域
の
発
展
へ
向
け
て

一
般
会
計
、
特
別
会
計
あ
わ
せ
て
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千
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1
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千
円

平
成
元
年
度
一
年
間
の
施
策
を
織
り
込
ん
だ
予
算
が
、
一
二
月
の
定
例
町
議
会
で

成
立
し
、
新
年
度
の
町
政
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
本
年
度
の
予
算
は
、
一
般
会

計
は
三
十
億
四
千
九
百
六
十
九
万
一
千
円
で
、
こ
れ
に
特
別
会
計
の
十
七
億
三
千

二
百
四
十
二
万
八
千
円
を
合
わ
せ
て
総
額
四
十
七
億
八
千
二
百
十
一
万
九
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
、
「
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
あ
げ
る
」
こ
と
を
基
本
に
、
二

十
一
世
紀
を
展
望
し
た
施
策
を
計
画
し
、
住
民
生
活
に
直
鮨
し
た
地
方
自
治
を
推

進
す
る
た
め
に
、
限
り
あ
る
財
源
を
、
よ
り
効
率
的
に
配
分
し
な
か
ら
、
「
人
と

人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
高
め
る
豊
か
な
人
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
ま
す
。

務
費
　
●
社
会
福
祉
・
老
人
福
祉
・
保
　
診
査
検
診
・
予
防
接
種
・
環
境
衛
生
な

育
園
児
の
措
置
費
・
乳
幼
児
等
医
療
事
　
ど
住
民
の
福
祉
向
上
・
健
康
対
策
な
ど

業
・
地
域
改
善
対
策
事
業
・
各
種
健
康
　
の
民
生
費
・
衛
生
費
　
●
失
業
者
の
雇

一

　

　

般

　

　

　

会

　

　

　

計

町
政
全
般
に
わ
た
る
一
般
会
計
の
予

算
総
額
は
、
三
十
億
四
千
九
百
六
十
九

万
一
千
円
で
、
前
年
に
比
べ
て
〇
・
二
パ

ー
セ
ン
ト
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

遠
賀
町
の
財
源
は
、
自
主
財
源
（
町

が
自
主
的
に
収
入
し
う
ろ
財
源
）
と
、

依
存
財
源
（
国
や
県
の
意
志
決
定
に
基

づ
く
財
源
）
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
歳

入
の
五
十
一
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
が
自
主

財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
の
主
な
財
源
は
●
町
税
　
●
地

方
交
付
税
　
●
国
・
県
支
出
金
　
●
繰

競
合
　
●
精
収
入
　
●
町
億
な
ど
で
す

歳
出
は
、
投
資
的
経
費
（
支
出
の
効

果
が
資
本
形
成
に
向
け
ら
れ
る
も
の
）

と
、
消
費
的
経
費
（
後
年
に
形
を
残
さ

な
い
性
質
の
も
の
）
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
本
年
度
の
予
算
で
す
が
、
授

賞
的
経
費
に
は
、
歳
出
の
二
十
五
・
五

パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
七
億
七
千
七
百

四
十
九
万
五
千
円
を
投
入
し
、
土
地
改

良
な
ど
農
業
関
係
や
、
道
路
、
河
川
、

住
宅
、
都
市
計
画
事
業
、
消
防
施
設
、

学
校
改
修
な
ど
を
行
い
ま
す
。

次
に
、
目
的
別
で
は
●
職
会
費
●
総

金
脱
　
猪
　
傭
一
紙
梢

＋
り

誤
認
識
織

利
0
0
び
万
　
万
　
　
4
7
5
0

誓
鷲
臥
梁
全
を

ル
　
用
3
産
4
付
入
　
儒

コ
　
使
∴
財
∴
密
造
　
町

矧
　
開
　
聞
常
　
的

2

　

1

台

1

交

0

　

1

調
整
謹

用
促
進
を
図
る
労
働
費
　
●
農
林
水
産

業
、
商
工
費
　
●
道
路
・
河
川
の
改
良

維
持
補
修
・
町
営
住
宅
の
建
設
維
持
・

都
市
計
画
に
お
け
る
土
地
区
画
整
理
事

業
・
自
転
車
駐
車
場
整
備
事
業
な
ど
の

土
木
費
　
●
町
民
の
生
命
と
財
産
保
全

の
た
め
の
消
防
費
　
●
教
育
振
興
・
小

中
学
校
管
理
（
小
学
校
大
規
模
改
修
）

お
よ
び
公
民
館
事
業
・
文
化
ふ
れ
あ
い

事
業
等
を
行
な
う
社
会
教
育
・
体
育
施

設
の
維
持
管
理
な
ど
の
教
育
費
　
●
過

去
に
国
な
ど
か
ら
借
り
入
れ
た
町
億
の

元
利
償
還
を
行
う
公
億
費
な
ど
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

［
曲
目
別
口
園

特
別
会
計
は
、
一
般
会
計
と
は
別
に

特
定
の
地
域
や
人
を
対
象
と
し
て
い
る

会
計
で
、
本
町
は
六
つ
の
特
別
会
計
が

あ
り
、
各
会
計
ご
と
に
独
立
採
算
制
を

基
本
と
し
て
い
ま
す
。



（3）

町
長
の
施
政
方
針

燈
か
な
ま
も
つ
く
り
へ
ー

『
1
7
項
目
』
の
主
要
施
策

●
と
び
う
め
国
体

と
び
う
め
国
体
の
開
催
は
一
九
九
〇

年
代
の
幕
開
け
の
記
念
す
べ
き
事
業
で

あ
り
、
今
年
七
月
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会

に
向
け
横
板
的
な
取
り
組
み
を
行
う
と

と
も
に
来
年
の
本
大
会
を
町
の
活
栓
化

と
発
展
の
足
が
か
り
と
考
え
、
皆
様
の

ご
協
力
を
得
な
が
ら
国
体
推
進
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

●
文
化
ふ
れ
あ
い
事
業

よ
り
多
く
の
情
報
を
入
手
し
て
、
ハ

イ
レ
ベ
ル
、
ユ
ニ
ー
ク
な
ィ
ベ
ン
ト
な

ど
へ
バ
ス
ツ
ア
ー
を
組
む
と
と
も
に
、

著
名
な
音
楽
家
の
コ
ン
サ
ー
ト
等
の
機

会
を
提
供
し
、
い
っ
そ
う
の
事
業
の
拡

大
を
考
え
て
い
ま
す
。

●
　
よ
か
ト
ピ
ア
へ
の
参
加

〝
新
し
い
世
界
の
出
会
い
を
求
め
て
〟

を
テ
ー
マ
に
福
岡
市
で
ア
ジ
ア
太
平
洋

博
覧
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

「
遠
賀
太
鼓
の
会
」
、
コ
ー
ラ
ス
グ
ル

ー
プ
「
こ
も
れ
び
」
や
婦
人
会
な
ど
の

協
力
を
求
め
て
、
「
自
治
体
の
日
」
の

イ
ヘ
ン
ト
に
参
加
し
、
町
の
ア
ピ
ー
ル

を
す
る
計
画
で
す
。

●
ふ
る
さ
と
創
生
事
業

自
ら
考
え
自
ら
実
践
す
る
地
域
づ
く

り
事
業
と
し
て

付
説
に
算
入
さ

れ
ま
す
が
、
こ

の
使
途
に
つ
い

て
は
、
各
方
面

か
ら
幅
広
い
意

見
を
拝
聴
し
、

未
来
に
つ
な
が

る
計
画
を
た
て

て
具
体
化
し
て

い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

一
律
一
億
円
が
地
方
交

活
動
施
設
と
し
て
仮
称
「
高
齢
者
活
動

セ
ン
タ
ー
」
構
想
を
も
っ
て
お
り
、
昨

年
度
に
ひ
き
続
き
調
査
研
究
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

●
地
域
改
善
対
策

同
和
行
政
の
柱
と
し
て
啓
発
事
業
を

中
心
に
人
権
意
識
の
向
上
に
努
め
、
一

日
も
早
い
差
別
の
解
消
と
対
象
地
区
住

民
の
生
活
の
安
定
と
自
立
向
上
、
満
神

の
演
義
を
促
進
す
べ
く
一
層
の
努
力
と

施
策
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

広
場
の
整
備
に
つ
い
て
の
関
係
者
の
理

解
と
協
力
を
求
め
な
が
ら
計
画
の
実
現

へ
向
か
っ
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
総
合
運
動
公
園
の
活
用

遠
賀
総
合
運
動
公
園
も
は
ば
完
成
し

ま
し
た
の
で
、
こ
の
公
園
施
設
を
よ
り

●
農
業
問
題

農
業
の
基
盤
整
備
事
業
を
進
め
る

と
と
も
に
、
「
お
い
し
く
て
売
れ
る

米
づ
く
り
」
と
し
て
コ
シ
ヒ
カ
リ
栽

培
を
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
計
画
し
て
い
ま

す
。
ま
た
転
作
作
物
と
し
て
ド
ク
ダ

ミ
ワ
イ
ン
の
元
に
な
る
ド
ク
ダ
ミ
の

栽
培
や
遠
賀
地
鶏
の
生
産
に
村
お
こ

し
の
一
環
と
し
て
と
り
組
み
ま
す
。

多
く
の
皆
様
に

利
用
・
活
用
し

て
い
た
だ
き
、

ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
、
健
康
づ
く

り

、

コ

ミ

ュ

ニ

テ
ィ
の
育
成
な

ど
の
施
策
を
進

め
て
ま
い
り
ま

す。

●
団
地
浄
化
槽
の
検
討

団
地
の
定
期
的
な
生
活
環
境
の
保
全

を
図
る
べ
く
、
議
員
の
皆
様
や
八
団
地

協
議
会
の
皆
様
と
と
も
に
調
査
研
究
を

●
道
路
・
水
密
の
整
備

身
近
な
生
活
道
路
、
用
悉
水
路
、
橋

梁
の
整
備
を
要
望
や
地
域
の
実
情
に
合

わ
せ
て
、
六
〇
箇
所
程
度
計
画
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
国
、
県
事
業
と
し
て
国

道
三
号
線
の
今
古
賀
立
体
交
差
化
の
調

査
設
計
や
戸
切
川
の
改
修
工
事
が
計
画

的
に
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
町
も
補

助
事
業
を
有
効
に
活
用
し
、
歩
道
設
置

や
道
路
、
水
路
整
備
を
実
施
し
て
い
き

●
公
営
住
宅
の
建
設

町
民
生
活
の
安
定
と
社
会
福
祉
の
増

進
を
図
る
た
め
、
第
一
種
公
営
住
宅
3

階
建
一
棟
六
声
を
道
営
地
区
に
建
設

し
、
別
府
地
区
の
町
営
住
宅
六
戸
に
つ

い
て
も
、
居
住
者
の
利
便
を
図
る
た
め

増
築
計
画
を
進
め
て
行
き
ま
す
。

●
西
町
・
東
町
の

●
健
康
づ
く
り

人
間
の
生
命
と
健
康
を
守
る
こ
と
は

政
治
の
原
点
で
あ
る
と
い
う
立
場
で
健

康
づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め
、
介
護
を

必
要
と
す
る
お
年
寄
り
の
万
々
に
は
家

庭
奉
仕
員
、
保
健
婦
が
一
体
と
な
っ
て

こ
れ
ま
で
以
上
に
き
め
こ
ま
や
か
な
活

動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

●
高
齢
者
対
策

高
齢
者
の
就
業
機
会
の
増
大
を
図
り

そ
の
生
き
甲
斐
を
高
め
る
た
め
の
生
産

●
商
工
業
対
策

可
能
な
か
き
り
企
業
誘
致
を
は
か
り

一
人
で
も
多
く
の
雇
用
が
促
進
で
き
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、

遠
賀
川
駅
前
ど
お
り
の
活
性
化
と
明
る

い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
町
・
商
工
会
が

一
体
と
な
っ
て
街
路
灯
を
設
置
す
る
計

画
で
す
。●
駅
前
整
備

遠
賀
川
駅
横
に
自
転
車
駐
車
場
の
建

設
を
進
め
、
駅
周
辺
の
轟
境
整
備
を
図

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
駅
前

進
め
、
団
地
浄
化
槽
の
町

移
管
問
題
の
早
期
解
決
へ

向
け
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す。

●
下
水
道
へ
の

取
り
組
み

農
業
用
水
を
中
心
と
し

住
環
境
整
備

豊
か
な
住
民
生
活
を
実

現
し
て
い
く
た
め
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
住
環
境
整
備

に
関
す
る
自
発
的
な
取
り

組
み
を
支
援
し
、
ま
た
、

遜
住
環
境
の
現
状
把
握
や
整

た
河
川
水
質
の
保
全
と
生
　
し
－
．

備
手
法
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

活
環
境
の
改
善
を
図
る
た
め
、
「
地
域

し
尿
処
理
施
設
」
や
「
農
業
集
落
排
水

施
設
」
と
い
っ
た
小
規
模
下
水
道
に
つ

い
て
、
精
力
的
に
調
査
研
究
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
職
員
研
修

福
岡
県
市
町
村
職
員
研
修
所
に
お
い

て
、
職
員
の
一
般
研
修
や
説
務
・
人
事

な
ど
の
専
門
研
修
に
参
加
さ
せ
る
と
と



4月21目　白Pl小学校給食風景

総合運動公園の使用料を改正しました
4月1日より次のとおり、施設紘充とあわせて使用料の改
正を行いましたか、町民の皆様のスポーツや文化活動の場と
して、より一層のく＝活用をお願いいたします。

／‾㌧‾‾ 車繋峯墓 �；∴ ＼瑛二ニ � �∴∴∴ 会i 

‾ご／∴ニ且二＿∴「Ⅲ‾「「‾1重一二三さしJ 　　　‾： 

グランド、テニスコート、ゲートボール、サッカー、相続唱使用料金表

施∴∴酸 �区　　　　分 ��使　　用　　料 ��輸∴∴∴書 

昼 間 �グランド 1両当り �高校生以下 �町外者 �1時間　　　　　400円 ��内の使用を原則 とする テニスコートの 1回の使用時間 を2時間以内と し、1日1回を 原則とする 夜間照明の使用 期間は、4月1 までとし、照明 時間は、19時か ら釘時紬分まで とする。 ない 

一　　飯 ��1時間　　　　　800円 

テニス コート 1両当り �高校生以下 �町内者 �1時間　　　　　100円 一　　般 ��1時間　　　　　200円 

高校生以下 �町外者 �1時間　　　　　200円 
一　　般 ��1時間　　　　　000円 

ゲート ボール 1両当り �一　　般 �町外者 �1時間　　　　　200円 

相撲場 �町　　外　　者 ��1団体1日　　1，（棚）円 

夜 間 �照　　明 �野∴∴球 1両当り �町内者 �1時間　　　　3．500円 

町外書 �1時間　　　　7．（m〕円 

ソフト ボール 1両当り �町内舌 �1時間　　　　2．500円 

町外者 �1時間　　　　5．（煩）円 

テニス コート 1両当り �町内者 �高校生以下 �1時間　400円 
一　　般 �1時間　000円 

町外者 �高校生以下 �1時間　700円 
一　　飯 �1時間1．000円 

サッカー 1両 �町内考 �1時間　　　　2，弧）円 

町外者 �1時間　　　　5．000円 

娼妓埴 �町内者 �1団体1時 �150円 
町外者 �1団体1時 �300円 

（4）

遠賀コミュニティーセンター使用料金表

賭 �室　　　　名 �� �1時間当たり 

1 階 �ホ　　ー　　ル ��2時間まで3、000円 �1．500円 集会室 �1（水仙の悶） � �300円 2（木扉の問） �2時間まで400円 �珊円 

3（寿の問） �2時間まで400円 �3（鳩円 

児童室 �1 �2時間まで600円 �300円 
2 � �300円 

視∴聴∴集　塵 ��2時間まで600円 �500円 

音　　楽　　室 ��2時間まで抑円 �500円 

展示ロビー �� � 

2 階 �サークル 活動室 �1 �2時間まで000円 �300円 

2 �2時間まで600円 �300円 

集会室 �1 �2時間まで600円 �000円 
2 �2時間まで600円 �000円 

宿　　　　　泊 ��� 

緑の広場使用料金表

施∴∴∴∴設 �区　　　　　分 ��使　　用　　料 

広　　　　場 �高校生以下 �町外者 �全面1時間　　　800円 
半面1時間　　　400円 

一　　般 ��全面1時間　　1．500円 

（半　面） �高校生以下 �町外者 �1時間　　　　　600円 一　　般 ��1時間　　　　1．2〔0円 

キャンプ塘 �1　　　　　日 ��200円 

も
に
、
新
規
採
用
職
員
の
民
間
研
修
や
　
上
に
寄
与
す
る
た
め
、
な
お
い
っ
そ
う

民
間
企
業
か
ら
講
師
を
招
い
て
の
全
員
　
職
員
の
資
質
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

研
修
を
実
施
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

遠
賀
町
の
教
育
方
針

豊
か
な
人
間
性
を
目
ざ
し
て

●
学
校
数
育

児
董
・
生
徒
の
創
造
睦
の
伸
長
や
心

盟
か
な
情
操
の
育
成
を
白
き
し
て
基
髄

的
・
連
木
的
事
項
や
個
性
を
伸
ば
す
教

育
を
重
視
し
、
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

を
推
進
す
る
と
共
に
、
い
じ
め
や
非
行

な
ど
の
問
題
解
決
を
通
し
て
、
他
人
を

思
い
や
り
、
自
己
を
大
切
に
す
る
心
を

育
て
、
生
き
生
き
と
し
た
学
校
生
活
の

実
現
に
努
め
ま
す
。

0
調
和
の
と
れ
た
人
間
形
成
を
め
ざ
す

学
校
教
育
内
容
の
充
実

㊤
使
命
感
あ
ふ
れ
、
実
践
的
指
導
力
を

持
つ
教
職
員
の
資
質
の
向
上

⑰
児
童
・
生
徒
の
体
力
の
増
強
と
保
健

安
全
指
導
の
徹
底

⑲
特
殊
教
育
の
振
興

e
基
本
的
人
権
の
尊
重
に
徹
す
る
同
和

教
育
の
推
進

⑩
人
間
睦
豊
か
な
児
童
・
生
徒
を
育
て

る
教
育
環
暁
の
整
備

●
社
会
教
育

精
神
的
・
文
化
的
充
足
を
望
む
町
民

の
学
習
要
求
に
応
え
る
と
共
に
、
連
帯

感
あ
ふ
れ
る
活
力
の
あ
る
地
域
社
会
づ

く
り
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
指
導
者
の
養
成
、
社
会

教
育
車
業
の
充
実
及
び
社
会
教
育
施
設

の
整
備
、
更
に
学
習
情
報
の
撞
供
な
ど

生
涯
に
わ
た
っ
て
主
体
的
に
学
習
や
地

域
活
動
を
継
続
で
き
る
環
塊
を
整
備
し

て
、
町
民
の
生
き
が
い
を
育
む
社
会
教

育
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

e
生
涯
学
習
体
系
へ
の
移
行
の
た
め
の

謹
本
計
画
の
簡
立

②
生
き
が
い
を
育
み
、
活
力
あ
る
地
域

社
会
を
つ
く
る
社
会
教
育
の
充
実

③
明
る
く
た
く
ま
し
い
青
少
年
の
育
成

e
明
る
く
豊
か
な
町
民
生
活
を
支
え
る

健
康
・
体
力
づ
く
り
の
推
進

e
基
本
的
人
権
の
尊
重
に
徹
す
ろ
社
会

同
和
教
育
の
推
進

⑥
豊
か
な
郷
土
文
化
の
創
造
と
潤
い
の

あ
る
地
域
文
化
の
定
着



音入居資格収入基準（給与所得者の場合）

（本表は収入を得ている人が一人の場合です）

÷薬 �1　人 �2　人 �3　人 �4　人 

第1種 �3，464，000 �3，876，000 �4，288，000 �4，700，000 
円未満 �円未満 �円未満 �円未満 

第2種 �2，424，000 �2，896，000 �3，360，000 �3，772，000 
円未満 �円未満 �円未満 �円未満 

←聞取り一 三 
物 面 �浴室 ��玄関 � �雪 �押 入 � 

所 �洗面所 ���� �押 入 

押入 ����廊下 ��� � � � 

振 田 � ����台所 ���弔］室 
雪 � 

バルコニー 

＜ ココ書 

屋 －」 

聖雪国星聖認諾亜
（5）

●
場
　
所
　
遠
賀
町
大
字
広
漢
字
道
管

●
募
集
戸
数
　
第
1
謹
（
3
K
）
6
戸

●
家
　
賃
　
月
額
3
万
5
、
0
0
0
円

●
共
益
費
　
月
額
4
、
0
0
0
円
程
度

●
敷
　
金
　
1
0
万
5
、
0
0
0
円

（
家
賃
の
3
か
月
分
）

●
入
居
資
格

・
町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
を

有
す
る
人

・
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
が
あ
る
人

・
収
入
が
別
表
の
基
準
以
下
の
人

●
申
込
締
切
　
5
月
然
日
（
火
）

●
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は

遠
賀
町
役
場
総
務
課
管
財
係
ま
で

舘
（
2
9
3
）
1
2
3
4
。

●
場
　
所
　
遠
賀
町
大
字
虫
生
津
西
町

●
募
集
戸
数
　
第
2
謡
（
2
K
）
2
戸

昭
和
祖
年
建
築
1
棟
2
戸
越

（
浴
槽
は
個
人
で
設
置
）

●
家
　
賃
　
月
額
3
、
2
0
0
円

●
敷
　
金
　
　
　
9
、
6
0
0
円

（
家
賃
の
3
か
月
分
）

●
入
居
資
格
　
収
入
基
準
表
の
第
2
種

欄
を
参
照
の
こ
と

●
申
込
締
切
　
5
月
2
3
日
（
火
）

●
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は

役
場
総
務
課
管
財
係
ま
で



水道の水はきれいねおいしいね
6月1日～7日は「水道週間」です

●　●　示描　　　　　　　水で　　　　　　　　　　　お　れ　　　　て �て　　引　　で　か　の 
場鋤き彊ポ悪罵驚 　　くは団ん置 　　4oか兄で 　　4じ学く �うした　注　のング 時よは　憲　多に、 

言；票∴罵　言〕： �はうこが発よ山 ’oの山する菜 次投火る大政 のげ事時山り 

展に　　　　　　oは　料　　　　　　　1　へ　さ �車　　輪　　を　　期者等 

遠賀川保育闘幼年消防団

（6）

六
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
の
一
週
間
、
全
国
一
斉
に
水
道
週
間

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
日
本
に
お
け
る
近
代
式
水
道
の
通
水
は
、
明

治
一
一
十
年
横
浜
市
が
最
初
で
、
そ
れ
か
ら
今
日
ま
で
一
世
紀
を
超

え
て
い
ま
す
。

こ
の
間
に
水
道
は
自
雛
ま
し
く
普
及
し
、
昭
和
三
十
四
年
に
全

国
で
わ
ず
か
四
八
・
七
％
で
あ
っ
た
も
の
が
、
現
在
で
は
九
三
・

六
％
と
高
普
及
時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。

中
間
水
道
も
、
当
初
計
画
給
水
戸
数
一
二
千
戸
、
給
水
人
口
一
万

五
千
人
で
あ
っ
た
も
の
が
、
現
在
で
は
中
開
市
で
一
万
六
千
九
百

六
戸
、
五
万
九
百
九
十
二
人
に
、
遠
賀
町
で
四
千
八
百
八
十
戸
、

一
万
六
千
九
百
四
十
九
人
、
計
一
一
万
一
千
七
百
八
十
六
戸
に
給
水

し
て
お
り
、
普
及
率
も
中
間
市
で
百
％
、
遠
賀
町
で
九
十
九
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

水
道
は
、
住
民
の
健
康
で
文
化
的
な
日
常
生
活
を
支
え
る
最
も

重
要
な
施
設
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
生
活
環
境
の
改
富
や
防
火
、

産
業
の
発
展
な
ど
の
効
用
を
兼
ね
備
え
て
お
り
、
人
間
の
生
存
に

と
っ
て
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
施
設
で
す
。

蛇
口
を
ひ
ね
る
と
、
い
つ
で
も
き
れ
い
な
水
が
ジ
ャ
ー
と
出
る

と
い
う
水
道
の
利
便
性
に
慣
れ
ず
き
て
い
る
今
、
ぜ
ひ
水
の
大
切

さ
を
見
直
し
、
水
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
た
い
も
の
で
す
。

浄
水
場
の

車
間
の
浄
水
場
で
は
、
原
水
を
回
転

円
板
法
に
よ
っ
て
生
物
酸
化
処
理
を
行

っ
て
い
る
こ
と
は
ご
存
知
と
思
い
ま
す

生
物
酸
化
処
理
と
は
、
川
の
流
れ
の

中
で
自
然
に
く
り
か
え
さ
れ
て
い
る
酸

素
の
供
給
と
、
生
物
に
よ
る
有
機
物
の

分
解
と
い
う
浄
化
の
作
用
を
、
回
転
円

板
装
置
の
中
に
集
約
し
た
も
の
で
す
。

こ
れ
は
日
本
の
水
道
の
歴
史
の
中
で
も

初
め
て
の
処
理
方
法
で
、
今
後
の
水
質

管
理
の
上
で
大
き
な
効
果
が
期
待
さ
れ

に
注
意
し
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

一
、
然
や
す
の
は
日
の
出
か
ら
日
没
ま

で
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

二
、
強
風
時
や
空
気
が
乾
燥
し
て
い
る

時
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

三
、
ま
わ
り
を
片
付
け
て
か
ら
行
い
ま

し
ょ
う
。

四
、
消
火
の
準
備
を
し
て
そ
の
場
を
離

れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

五
、
野
焼
き
が
終
了
し
た
ら
残
火
の
な

い
よ
う
に
完
全
に
消
火
し
ま
し
ょ
う

火
災
・
救
急
件
数
（
3
月
申
）

間
開
聞
旧
聞
凹

先
月
の
6
日
、
浅
木
小
学
校
よ
り
静

光
園
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
に
銘
鉢
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
プ
レ
ゼ

ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
鉢
に

は
児
童
か
ら
心
の
こ
も
っ
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
つ
け
ら
れ
、
早
咲
き
の
チ
ュ
ー
リ

ノ
ブ
と
と
も
に
心
あ
た
た
ま
る
ひ
と
と

き
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
だ
よ
り

先
月
の
1
6
日
、
第
1
6
回
遠
賀
郡
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
女
子
の
部
が
遠

賀
勤
労
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
B
パ
ー

ト
で
見
事
に
遠
賀
北
マ
マ
ク
ラ
ブ
が
優

勝
し
ま
し
た
。



二〈‾彊義手享享

（7）

こ
ん
な
と
き
は

婦
人
相
談
員
へ

◇
結
婚
、
離
婚
、
男
女
間
題
な
ど
で

悩
ん
で
い
る
時

◇
夫
の
暴
力
、
家
庭
不
和
、
生
活
の

い
き
づ
ま
り
な
ど
で
困
っ
て
い
ろ

時
◇
そ
の
他
、
人
に
言
え
な
い
悩
な
ど

が
あ
る
時

こ
の
よ
う
な
女
性
の
相
談
に
応
じ
、

問
題
解
決
に
協
力
す
る
の
か
「
婦
人

相
談
員
」
で
す
。

相
談
は
、
い
っ
さ
い
無
料
で
秘
密

厳
守
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
気
詳

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
帰
人
相
職
員
の
ご
用
は
　
‥

遠
賀
福
祖
事
務
所
内
（
八
幡
西
区

別
松
・
福
岡
県
総
合
庁
舎
二
階
）

澄

（

6

0

1

）

2

1

2

1

社
会
の
風
紀
環
境
を
浄
化
し
ま
し
ょ
う

風
紀
環
境
浄
化
運
動
期
間

5
月
1
8
日
～
3
1
日

あ
な
た
も
「
マ
ル
サ
」
に
！

国
税
専
門
官
採
用
試
験

（
大
学
卒
業
程
度
）

【
受
験
資
格
】
　
剛
和
釘
年
4
月
2
日

～
昭
和
4
3
年
4
月
l
H
生

ま
れ
の
人

【
受
付
期
間
】
　
5
月
1
6
日
か
ら
幼
日

【
第
一
次
試
験
日
】
　
7
月
8
日
及
び

7
月
9
日

【
試
験
会
場
】
　
福
岡
大
学
高
宮
校
舎

（
福
岡
市
南
区
大
桶
三
）

【
採
用
予
定
日
】
平
成
2
年
4
月
l
日

※
申
込
み
な
ど
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て

は
、
福
岡
国
税
局
T
E
L
O
9
2
・
4

1
1
・
0
0
3
1
又
は
若
松
説
務
暑
T

E
L
7
6
1
・
2
5
3
6
ま
で
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

福
岡
県
婦
人
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー

技
　
術

●
科
　
目

●
期
　
間

●
受
謡
時
間

●
場
　
所

●
定
　
員

●
申
込
方
法

講
　
習
　
会

販
売
事
務
・
手
描
き
P

O
P
6
月
1
4
日
～
8
月
2
日

（
毎
週
月
・
水
・
金
曜

日）午
前
m
時
～
午
後
1
時

戸
畑
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ビ

ル
・
北
九
州
市
戸
畑
区

汐
井
町
1
番
1
号

約
人
5
月
2
2
日
・
2
3
日
に
彊

話
で
申
し
込
み
、
申
し

込
み
時
に
面
接
臼
を
指

定
し
面
接
後
選
考

●
申
し
込
み
及
び
詳
細
に
つ
い
て
は

福
岡
県
婦
人
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー

筑
豊
支
所
へ

衝

0

9

4

8

（

2

3

）

4

1

5

6

か
わ
い
い
パ
ン
ダ
の
国
の
言
葉
を
話

せ
る
よ
う
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

万
里
の
長
城
で
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
で

「
ニ
ー
ハ
オ
」
と
、
挨
拶
し
ま
せ
ん
か

●
日
時
　
6
月
6
日
か
ら
7
月
鉛
白
ま

で
　
計
8
回

毎
週
火
曜
日
、
午
後
6
時
0
0

分
か
ら
8
時
ま
で

●
会
場
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館
2
F

講
義
室

●
講
師
　
北
九
州
大
学
教
授

王
　
徳
新

●
申
込
期
間5
月
1
0
日
か
ら
5
月
創
日

●
申
込
先
遠
賀
町
中
央
公
民
館
事
務
竜

田

2

9

3

・

1

3

5

5

お
隣
の
国
の
言
葉
を
あ
な
た
も
学
び

ま
せ
ん
か
。
簡
単
な
日
常
会
話
か
ら
マ

ス
タ
ー
し
ま
し
ょ
う
。

●
日
時
　
6
月
1
日
か
ら
7
月
統
日

毎
週
水
曜
日

午
後
1
時
か
ら
9
時
ま
で

計
8
回

●
会
場
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館
2
F

離
義
室

●
灘
師
　
柴
田
農
期

●
対
象
　
ハ
ン
グ
ル
教
室
に
興
味
の
あ

る
方

●
申
込
期
間5
月
1
0
日
か
ら
5
月
柳
日

●
申
込
先
遠
賀
町
中
央
公
民
館

衝

2

9

3

・

1

3

5

5

‘
・
三
三
ヽ
－
く
・
－
－
三
－
●
ヽ
‘
－
－
雪
三
＼
1
．
g
菖
1
1
．
－
≡
－
－
・
）
ヽ
．
三
三
・
ゝ
1
．

伊
都
国
史
瞭
バ
ス
探
訪

…
－
1
く
l
－
－
－
三
・
’
ヽ
．
三
三
－
－
．
ノ
ヽ
±
≡
－
－
－
｝
t
l
－
≡
－
－
・
●
く
〃
三
－
二
・
●
′
ヽ
．
－
－
－

●
目
　
時
　
5
月
1
8
日
　
8
時
出
発

●
集
合
場
所
　
中
央
公
民
館
前
（
雨
天

決行）

●
コ
ー
ス
　
伊
都
資
料
館
－
志
望
支
石

基
～
芥
屋
－
野
北
－
桜
井
－
元
冠

防
塁
－
志
岐

●
締
　
切
　
5
月
1
4
日
ま
で
余
席
僅
少

●
会
　
費
　
三
千
円
昼
食
は
各
自
持
参

●
申
込
先
　
遠
賀
町
郷
土
文
化
研
究
会

水
口
ま
で
衝
2
9
3
・
1

5

3

9

交
通
遺
児
等
育
成
資
金
の

貸
付
け
と
介
護
料
の
支
給

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
で
は

自
動
車
事
故
の
被
害
者
と
そ
の
家
族

の
み
な
さ
ん
へ
の
援
護
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。

交
通
遺
児
等
育
成
資
金
の
貸
付
け

●
対
　
黛
　
自
動
車
事
故
に
よ
り
死

亡
ま
た
は
重
度
の
後
遺
障

害
が
残
っ
た
人
の
子
弟

（
0
歳
か
ら
中
学
卒
業
ま

で
）
で
、
そ
の
保
護
者
が

住
民
税
非
誤
読
な
ど
の
一

定
の
要
件
に
合
致
す
る
人

●
金
　
額
・
当
初
の
一
時
金

1
3
万
5
、
0
0
0
円

・
貸
付
け
期
間
中
の
月
額

1
万
6
、
0
0
0
円

・
入
学
支
度
金

3
万
7
、
0
0
0
円

●
期
　
間
　
貸
付
け
決
定
の
時
か
ら

中
学
校
を
卒
業
す
る
ま
で

●
利
　
子
　
無
利
子

●
返
還
方
法
　
貸
付
け
終
了
後
6
カ

月
を
経
過
し
た
後
、
如
年

の
均
等
分
割
返
還
（
高
・

大
学
へ
進
学
の
と
き
は
卒

業
ま
で
猶
予
）

四
国
圏
発
音
田
園
惰

●
対
　
亀
　
自
動
車
事
故
で
脳
損
傷

o
脊
髄
損
傷
を
生
じ
、
一

定
の
基
準
に
合
致
す
る
人

●
支
給
額
・
入
院
　
3
、
8
0
0
円

・
自
宅
　
1
、
9
0
0
円

（
共
に
1
日
に
つ
き
）

●
問
い
合
わ
せ

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
福

岡
主
管
支
所
業
務
課

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
3
丁

目
1
0
－
1
7
　
陸
運
会
館
ピ
ル
3

階範
0
9
2
（
4
5
1
）
1
7
5
1



節吹鳴騙

夫婦で子育て

児童公園のふじ

（8）

東
京
都
立
大
学
教
授
・
心
理
学

詫
　
摩
　
武
　
儀

四
歳
前
後
で

平
仮
名
を
す
べ

て
読
め
る
子
供

初
歩
的
な
算
数

の
で
き
ろ
子
供

は
最
近
で
は
少

し
も
珍
し
い
こ

と
で
は
な
く
な

っ
て
い
ま
す
。
就
学
前
の
子
供
を
対
象

に
し
た
教
育
機
関
も
た
く
さ
ん
で
き

て
、
か
な
り
の
幼
児
が
母
親
に
手
を
ひ

か
れ
て
通
っ
て
い
ま
す
。
就
学
前
の
子

供
の
知
的
能
力
の
国
際
比
較
を
し
て
み

な
っ
て
、
せ
っ
か
く
高
等
学
校
に
入
学

し
な
が
ら
途
中
で
退
学
し
て
し
ま
う
生

徒
が
確
実
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

親
が
子
供
の
知
的
発
達
に
非
常
に
熱

心
で
、
そ
の
た
め
の
費
用
支
出
に
は
喜

ん
で
応
じ
て
い
る
の
に
、
こ
の
よ
う
な

結
果
に
な
っ
て
し
ま
う
の
は
ど
う
し
て

な
の
で
し
ょ
う
か
。
家
庭
教
育
の
内
容

に
関
す
る
問
題
が
こ
こ
に
も
あ
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。

「
勉
強
し
な
さ
い
」
　
「
遊
ん
で
ば
か

り
い
な
い
で
勉
強
は
ど
う
し
た
の
」
と

口
ぐ
せ
の
よ
う
に
親
が
い
っ
て
い
る
家

が
子
供
の
知
的
発
達
を
促
し
て
い
く
の

で
す
。
そ
の
た
め
に
は
子
供
の
質
問
に

適
切
に
、
誠
憲
を
も
っ
て
答
え
て
い
く

こ
と
と
と
も
に
、
家
庭
の
中
で
の
知
的

会
話
が
必
要
で
す
。
親
た
ち
が
そ
の
日

に
見
た
こ
と
、
読
ん
だ
こ
と
を
食
卓
で

の
話
題
に
す
る
こ
と
が
子
供
の
視
野
を

広
げ
て
い
き
ま
す
。
わ
が
国
の
親
と
子

た
ら
、
恐
ら
く
日
本
の
子
供

は
非
常
に
高
い
水
準
に
あ
る

と
思
い
ま
す
。

こ
の
高
い
水
準
が
幼
児
期

な
ぜ
勉
強
嫌
い
に
な
っ
て
し
ま
う
の
か

の
会
話
の
中
に
は

子
供
の
学
業
成
績

に
つ
い
て
の
質
問

が
高
い
比
率
を
占

だ
け
で
な
く
、
そ
れ
か
ら
あ
と
も
ず
っ

と
、
ど
の
子
供
に
も
維
持
さ
れ
て
い
く

の
で
あ
れ
ば
よ
い
の
で
す
が
、
実
際
に

は
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
小
学
校
、

中
学
校
と
学
年
が
進
む
ほ
つ
れ
て
勉
強

が
嫌
い
に
な
り
授
業
も
理
解
で
き
な
く

庭
に
勉
強
嫌
い
に
な
っ
て
い
く
子
供
が

多
い
よ
う
に
私
は
思
い
ま
す
。
学
ぶ
こ

と
の
基
本
に
あ
る
こ
と
は
、
学
ぶ
こ
と

を
面
白
い
と
感
ず
る
心
に
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
教
え

ら
れ
て
、
な
る
ほ
ど
そ
う
な
の
か
と
そ

の
こ
と
に
興
味
を
も
つ
こ
と
に
あ
り
ま

す
。
子
供
の
内
側
に
旺
盛
な
知
的
好
奇

心
、
言
葉
を
変
え
て
い
え
ば
知
る
喜
び

が
あ
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。
早
く

か
ら
一
方
的
に
平
仮
名
の
読
み
方
を
教

え
る
こ
と
よ
り
も
、
身
の
ま
わ
り
の
多

く
の
こ
と
に
、
な
ぜ
な
の
か
と
興
味
を

も
ち
、
そ
の
興
味
を
育
て
て
い
く
配
慮

め
ま
す
。
と
き
に
は
こ
れ
も
必
要
で
す

が
い
つ
も
こ
れ
だ
け
で
は
子
供
は
親
と

話
す
こ
と
を
嫌
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。

歴
史
の
こ
と
、
地
理
の
こ
と
、
時
事
問

題
な
ど
を
楽
し
い
話
題
に
し
て
い
く
こ

と
が
子
供
の
未
来
を
明
る
く
す
る
の
で

す。

園
圏
囲
田
園
圏
囚

池
田
　
孝
則
　
選

春
一
番
ス
カ
ー
フ
し
か
と
押
え
行
く

岩
∴
萩
　
信
　
江

鉄
塔
の
や
け
に
で
っ
か
し
雪
の
山

並
　
田
　
　
　
勉

源
流
は
英
彦
に
雪
解
川
を
堰
く

中
　
馬
　
千
代
女

ベ
レ
ー
帽
斜
に
か
ぶ
り
て
山
笑
ふ

小
　
野
　
多
恵
子

黄
水
仙
陣
屋
跡
地
の
童
話
の
碑

三
　
村
　
妙
　
手

園
田
四
囲
園
閉
園
園
田

河
中
　
埴
喜
　
選

降
り
止
ま
ね
氷
南
に
心
ふ
さ
ぐ
な
り

都
は
璃
車
に
悲
し
南
降
ろ

外
燈
の
明
か
り
と
ど
か
心
木
の
問
逆

巻
握
り
て
歩
き
て
行
き
ね

ス
ト
ー
ブ
に
薯
焼
く
匂
い
部
屋
に
満
つ

ま
さ
に
平
和
の
匂
い
と
思
う

畑
仕
事
残
せ
し
ま
ま
に
日
の
過
ぎ
て

大
根
の
死
闘
き
て
お
り
ね

孫
と
摘
む
土
堤
の
土
筆
に
暖
か
さ

土
の
在
り
て
ひ
と
と
き
楽
し

高
　
崎
　
咲
　
江

柴
　
田
　
　
　
房

一
　
田
　
房
∴
手

井
　
口
　
絹
∴
子

吉
　
開
　
録
　
朗

遠
賀
川
の
借
景
を
歌
っ
た
短
歌
集
が

よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
一
都
舘
介
し
ま
す
。

遠
賀
川
あ
か
れ
の
路
は
菜
の
花
に

さ
ぞ
は
る
、
ご
と
山
里
に
入
る

鬼
　
洋
　
八
十
翁



●　　　●　●　　　●

対　　持場　　抽
象
者　　同所　　間

三間各町30　5
蔵内肩肉　日　月
以　　院の（15
上　　、各金　目
の　　医病）（
希　　院院　　月
豊　　の及　　）
者　　診　び　　lo　　旗医　　6

但　　時院　　月

4月11日　乳児相談

中央公民館にて

⊂遠賀IiI郵便局からのお知らせコ

最近は、生活環境の変化や過度の仕事からく

るストレスのために高血圧症、心臓病などの「成

人病」が増加しています。

成人病は自分では気づかないうちに進行して
いることが多く、早期発見、早期治療がなによ

りも大切です。

遠賀川郵便局では、低料金で次のとおり健康
診断を行います。

′日　時　　5月25日（村・26日（釣の2日間

午前9時から検査聞始　遅くとも
10時までにはおいでください。

′傷　所　　公民館別館前（遠賀Iii派出所横）

′料　金　　3，605円（消費税105円）

′申し込み及び問い合わせ先
遠賀川郵便局℡（293）0042

検査内容や注憲事項については申し込み時に

お尋ねください。（50人程度）

田園四囲起因 � 

そ琵謹蕩雷鳥塞き整現 �子 供 
れお渡す小と　三て、G　に在 
ぞ　く　合が学ジ　謹言お、は、 れの　ワ　、校　フ　演　目　た∴菅、一 �と 予 防 撥 
母がク　B　6　テ合咳ふ　り　鰭肢 
手堅チ　C年リ　ワ・く　オ　核に 
手ま　ン　Gかアク　ジ　か生の行 
帳　し　は、ら　の　デ　フ　ぜ　ワ　予わ 
に　い乳ポ　中定　ン　テ　のク　勝れ 
受も幼り学期がリワチ接て げの児オ生予あアクン軽い 

ろ　で期、に防　り・チ、て　る 
年すに麻か暖ま　破ン麻あ予 
令　o受疹　け　種す傷’疹　る　防 

ワめるすど気や　要おチる ク、と　oのでん医したンお 

チ　と　赤ま　合す　の学　ま　ふ　が子 �種 
ン　く　ら　だ　併　し　百　の　す　く　受　さ 

：∴∴∴：「∴；∴ 

∴∴∴： と鮨起期がやこも∴∴も、ン 
安婚　こ∴は　あ　肺わ’　注麻ザ 
小前すかり炎い赤　憲疹ワ でに∴たかまな病ち　をとク 

回田園田因

4月11日　ツベルクリン反応檎査

中央公民館にて

（9）

妊
　
婦
　
相
　
談

●
日
　
時
　
5
月
雅
日
（
月
）

1
3
時
0
0
分
～
1
5
時
0
0
分

●
場
　
所
　
役
場
保
健
室

●
内
　
容
　
新
生
児
の
扱
い
方
、
沐
浴

指
導

●
持
参
晶
　
母
子
手
帳
受
領
の
方
は
、

印
鑑

●
料
　
金
　
無
料

日
　
本
　
脳
　
炎

予
　
防
　
接
　
種

●
料
　
金

●
接
強
方
法

●
持
参
晶

し
、
三
歳
以
上
の
お
子
さ

ん
で
ま
だ
一
度
も
受
け
ら

れ
て
い
な
い
場
合
は
、
今

年
1
～
2
週
間
の
間
隔
を

お
い
て
2
回
鞍
謹
し
、
更

に
来
年
l
回
接
種
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
基
礎
鬼
窪
が

で
き
ま
す
。
そ
の
後
は
3

年
に
1
回
の
追
加
接
種
（

小
学
校
1
年
、
2
年
、
5

年
生
、
中
学
校
2
年
生
）

に
な
り
ま
す
の
で
、
入
学

さ
れ
る
前
に
、
ぜ
ひ
基
礎

免
変
を
つ
け
る
よ
う
心
が

け
て
下
さ
い
。

1
6
歳
以
上
は
1
回
に
つ
き

8
1
0
円

基
礎
免
窪
の
で
き
た
人

は
3
年
に
1
回

印
鑑

●
注
　
意
　
接
種
日
の
朝
、
体
温
を

測
っ
て
お
い
て
く
だ
さ

い。

●
そ
の
他
　
中
学
生
以
下
、
生
活
保

護
及
び
町
県
民
税
が
均

等
割
額
以
下
の
世
帯
の

人
で
接
穂
希
望
者
は
、

役
場
保
健
衛
生
係
で
無

料
用
の
問
診
票
を
受
領

し
て
下
さ
い
。

や
接
種
間
隔
、
予
防
接
種
後
の
注
意
事

項
な
ど
が
詳
し
く
書
か
れ
て
い
ま
す
の

で
、
御
参
考
に
な
っ
て
下
さ
い
、
接
種

年
令
を
越
え
て
し
ま
っ
た
場
合
、
ほ
と

ん
ど
の
ワ
ク
チ
ン
は
、
費
用
を
自
己
負

担
す
れ
ば
受
け
ら
れ
ま
す
。
熟
埋
け
い

れ
ん
の
あ
る
お
子
さ
ん
は
、
け
い
れ
ん

の
状
態
に
よ
り
接
頭
を
検
討
し
ま
す
の

で
、
か
か
り
つ
け
の
先
生
に
御
相
談
下

さ
い
。
ま
た
ひ
ど
い
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ

す
。
子
供
の
健
康
の
た
め
、
体
調
の
良

い
時
に
早
め
に
予
防
接
種
を
済
ま
せ
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
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